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【解　説】

2（1）　（比の性質）

A×9＝B×4＝C×6＝1とすると、A：B：C＝（1÷9）：（1÷4）：（1÷6）＝4：9：6です。

（2）　（倍数と余り）

300÷8＝37余り4より、300－4＝296は８の倍数です。

296＋7＝303は、８で割
わ

ると７余る数です。

303－8＝295も、８で割ると７余る数です。

303と295を比べると、303の方が300に近いことがわかります。

（3）　（割合）

ロープ全体の長さを①とすると、右のような線分図に

表すことができます。

（43＋9）÷（1－ 3
5 ）＝130（cm）……1にあたる長さ

（130＋6）÷（1－ 1
3 ）＝204（cm）

（4）　（平行線と角）

右のように平行線を引き、ア～エとします。

180－155＝25（度）……角アの大きさ

180－130＝50（度）……角エの大きさ

平行線の性質より、角アと角イ、角ウと角エの大きさ

はそれぞれ等しくなります。

よって、x＝イ＋ウ＝ア＋エ＝25＋50＝75（度）です。

（5）　（体積）

右の図のように、この立体と同じ立体を２つ組み合わせる

と、高さが10cm（＝4＋6）の円柱となります。よって、その

円柱の体積の 1
2 を求めます。

2×2×3.14×10× 1
2 ＝62.8（cm3）

（6）　（場合の数）

AB DE C として考えます。○□△の並
なら

べ方は、
3×2×1＝6（通り）あります。

○の中のAとB、□の中のDとEの並べ方はそれぞれ２通り

あるので、全部で6×2×2＝24（通り）です。

3 　（相似比と面積比）

（1）　三角形PDQと三角形CBQは相似なので、BQ：QD＝BC：DPとわかります。

よって、（2＋3）：3＝5：3です。

6cm

9cm 43cm

①

1

5
3

3
1

ア
イ
ウ

エ

155°

130°

6cm

4cm

2cm

2cm

6cm

4cm
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（2）　三角形PDQと三角形CBQの相似比は3：5なので、面積比は（3×3）：（5×5）＝9：25とわ

かります。

（3）　BQ：QD＝5：3なので、三角形CBQと三角形DQCの面積比も5：3です。

よって、三角形PDQ：三角形CBQ：三角形DQC＝9：25：（25× 3
5 ）＝9：25：15と表

わせます。

三角形CBQと三角形DQCの面積の和は、長方形ABCDの面積の半分なので、長方形

ABCDの面積は（25＋15）×2＝80と表わせます。

よって、四角形ABQPと長方形ABCDの面積比は、（80－9－25－15）：80＝31：80とわ

かります。

4 　（水そうとグラフ） 

（1）　（36－24）÷（9－3）＝2（L/分）

（2）　条件を表で整理してみると次のようになります。

0分から3分 3分から9分 9分から12分
A管で水を出す □L×３分 □L×3分
B管で水を入れる ２L×6分 ２L×3分

「0分から3分」と「9分から12分」をまとめて考えると、この６分間（＝12－9＋3－0）では、

B管で６L（＝2×3）水を入れているにもかかわらず、結果12L（＝36－24）水が減っていま

す。つまり、この６分間で6＋12＝18（L）の水をA管で出していることになります。

18÷6＝3（L/分）

（3）　24＋3×3＝36－（3－2）×3＝33（L）

5 　（図形の規則性）

（1）　次の図のように、２番目のご石は１番目のご石より1×6＝6（個）多く、３番目のご石は２

番目のご石より2×6＝12（個）多く、４番目のご石は３番目のご石より3×6＝18（個）多い

ことから、「□番目のご石は（□－1）番目のご石より（□－1）×6（個）多い」とわかります。

よって、５番目のご石は４番目のご石より（5－1）×6＝24（個）多いとわかります。

4番目

・・・

3番目2番目1番目
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（2）　（□－1）×6＝42と式に表すことができます。□＝42÷6＋1＝8となるので、８番目とわ

かります。

（3）　1＋1×6＋2×6＋3×6＋4×6＋5×6＋6×6＋7×6＋8×6＋9×6＋10×6

＝1＋6×（1＋2＋3＋4＋5＋6＋7＋8＋9＋10）

＝331（個）

（参考）

ご石を六角形の形にならべているので、右のように区

切ると、同じ大きさの正三角形が６つできます。

11番目に並ぶご石を同じように正三角形に区切ると、

１つの正三角形の１辺には11－1＝10（個）のご石が並

びます。

よって、（1＋10）×10÷2×6＋1＝331（個）と求めるこ

ともできます。

6 　（棒
ぼう

の出し入れと水位変化）

（1）　10：2.5＝4：1……容器の底面とおもりの底面の相似比

（4×4）：（1×1）＝16：1

（2）　容器の底面積を16、おもり１個の底面積を

１とし、右のような面積図をかいて考えます。

影の面積は6×9＝54、斜
しゃ

線
せん

の面積は（16－6）

×（14－9）＝50です。

斜線の面積が、影の面積よりも小さいので、

おもりを入れた後の水の深さは14cmよりも

高いことがわかります。

14＋（54－50）÷16＝14.25（cm）

（3）　おもりを１個も入れていないときの、容器中の空気を16×（20－9）＝176とすると、

おもり１個は1×14＝14と表せます。

176÷14＝12余り8より、12＋1＝13（個目）のおもりを入れたときとわかります。

4番目

16

14cm

6

9cm
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7 　（旅人算と比）

　　　A君とB君が出会ってからは、２人

の速さは同じなので、２人が出会

った地点はP地寄りとわかります。

（1）　１時間：20分＝3：1……2人が

進んだ距
きょ

離
り

の比（ア：イ）

よって、ウの時間にA君とB君

が進んだ距離の比（イ：ア）が、

出発したときの２人の速さの

比の1：3となります。

（2）　アの距離を、A君は（1＋3）÷2

＝2の速さで進み、B君は３の

速さで進んだことから、A君とB君が、同じアの距離を進むのにかかる、１時間とウの時

間の比は、２人の速さの比の逆比の3：2となります。

1時間× 2
3 ＝40分後

（3）　A君は、出発してから40分でイの距離を進んでいることから、このままの速さで進むと、

イ：ア＝1：3より、P地からQ地まで、イを進むのにかかった時間の４倍（＝1＋3）の時間

がかかります。

40分×4＝2時間40分

8 　（フィボナッチ数列と和）

（1）　（1から⓾までの和）＋2＝�より、1から⓾までの和＝�ア－2イ＝144ウ－1エ＝143オです。

（2）　（1）より、「1＋1＋2＋3＋5＋8＋13＋21＋34＋55＝144－1」のように、この数列の初めか

らN番目までの数の和は、（N＋2）番目の数より１少ない数になることがわかります。つ

まり、1からNまでの和＝ N＋2 －1です。

これを利用すると、1から�までの和＝ 25＋2 －1＝�－1です。

よって、�を求めます。

�＝46368＋75025＝121393

�＝75025＋121393＝196418

したがって、1から�までの和＝196418－1＝196417です。

20分

1時間

ア

ウ

イ

Ｐ
（時間）

Ａ

23

21

Ｂ

Ｑ
（距離）
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【解　説】
1　東日本の地理に関する問題
　最初に図１～図５の都道府県を確定しま
す。図１は東京都、図２は千葉県、図３は
宮
みや

城
ぎ

県、図４は青森県、図５は北海道です。
問１　東京都には2011年に自然遺

い

産
さん

に登
録された小

お

笠
がさ

原
わら

諸
しょ

島
とう

と、2016年に文化
遺産に登録された国立西洋美術館本館の
２つの世界遺産登録地があります。
問２　アは長野県、イは愛知県、ウは鹿

か

児
ご

島
しま

県、エは東京都です。東京都の印刷関
係の割

わり

合
あい

が高い背
はい

景
けい

には、日本中の情報
が集中すること、出版社や新聞社などが
多いことなどがあげられます。
問３　中央区築地にある東京都中央卸

おろし

売
うり

市
し

場
じょう

築地市
いち

場
ば

は、東京都に11カ所ある中
央卸売市場の中で最大で、2017年３月
現在で、江

こう

東
とう

区
く

豊
とよ

洲
す

への移転をめぐって
多くの問題が起きています。
問４　千葉県では柏

かしわ

市、松戸市、山
さん

武
む

市な
どでねぎの生産が盛

さか

んになっています。
2014年で見るとレタスは長野県、ピー
マンは茨城県、たまねぎは北海道が第１
位となっています。
問５　千葉県野田市は銚

ちょう

子
し

市と並
なら

んでしょ
う油の生産が多くなっています。千葉県
は2014年で全国の都道府県別しょう油
生産量の約29.6％を占

し

めています。
問６　宮城県の大

おお

崎
さき

市では宮城伝統こけし
が生産されています。アの将

しょう

棋
ぎ

駒
こま

は山形
県天童市で、イの曲げわっぱは秋田県大

おお

館
だて

市で、ウの南部鉄器は岩手県盛
もり

岡
おか

市な
どでそれぞれ生産されている伝統的工芸
品です。
問７　北上川は岩手県北部の七

なな

時
しぐ れ

雨山付近
に発し、盛岡市、宮城県を通って石

いしの

巻
まき

湾
わん

に注ぐ全長約249kmの川です。下流の一
部は三陸海岸の追

おっ

波
ぱ

湾に注いでいます。
問８　仙

せん

台
だい

市は2017年３月現在で人口約
105万人の、東北地方唯

ゆい

一
いつ

の政令指定都

市です。毎年８月に行われる七夕祭りは、
東北四大祭りの１つになっています。仙
台市を通る東北新幹線の分

ぶん

岐
き

点
てん

となる駅
は、埼

さい

玉
たま

県大宮駅、福島県福島駅、岩手
県盛岡駅の３カ所です。
問９　青森県の北西部にある半島は津

つ

軽
がる

半
島、北東部にある半島は下北半島です。
下北半島は斧

おの

のような形をしています。
下北半島の南東部にある六

ろっ

ヶ
か

所
しょ

村には、
原子力発電の核

かく

燃
ねん

料
りょう

のリサイクル施
し

設
せつ

な
どがあります。津軽半島と下北半島に囲
まれた陸

む

奥
つ

湾は、プランクトンが豊富で
波がおだやかなため、おもにほたて貝の
養
よう

殖
しょく

が盛んです。
問10　りんごは冷

れい

涼
りょう

な気候を好む果物で、
アの青森県津軽平野などで生産量が多く
なっています。
問11　天塩川は日本海に注ぐ全長約256km
の川、石

いし

狩
かり

川は日本海に注ぐ全長約
268kmの川、十勝川は太平洋に注ぐ全長
約156kmの川です。釧

くし

路
ろ

川は阿
あ

寒
かん

湖を水
すい

源
げん

として太平洋に注ぐ川です。
問12　知

しれ

床
とこ

半島はオホーツク海に突
つ

き出
で

た半島で、原生林やヒグマなどを始めと
する豊かな生

せい

態
たい

系
けい

が見られることなどか
ら、2005年に「知床」として世界遺産
に登録されました。アはウトナイ湖、イ
は阿寒湖、ウは釧路湿原です。
問13　日本では1960年代に石炭から石油
への大きなエネルギー資

し

源
げん

の転
てん

換
かん

が起き
ました。この結果北海道や九州などに見
られた炭鉱は次々と閉

へい

山
ざん

となり、それに
ともない失業した炭鉱労働者は仕事を求
めて転出していき、その結果人口が急減
していきました。これをエネルギー革

かく

命
めい

といいます。北海道歌志内市は2017年
２月現在で人口3509人の、日本で最も
人口の少ない市です。設問の地形図にみ
られるつるはしを交差した形の の地図
記号は鉱物の採掘地を表しています。記
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号と一緒に地中から掘り出す鉱物の名前
を一種類あらわします。掘るのをやめて
しまった場所でよい目標となる所には記
号と一緒に（廃坑）と表示しています。
1955年の地形図にはこの採掘地の地図
記号（ せきたん）が多数みられるのに
対して、1996年の地形図には （廃坑）
の記号がみられるだけになっています。

2　貿易に関する問題
問１　加工貿易は原材料や燃料を輸入し、
これらを製品などに加工して輸出する貿
易形態で、技術水準の高い国に見られま
す。
問２　アは液化天然ガスを輸送するLNG
船、イは自動車運

うん

搬
ぱん

船
せん

、ウはバラ積み船、
エはタンカーです。
問３　円高になり、例えば１ドル＝100円
が、１ドル＝80円になるとします。日本
円で８万円をドルに交換するとき、前者
は800ドル、後者は1000ドルとなり、少
ない円でより多くの外国通貨と交

こう

換
かん

でき
るようになるので、海外旅行では有利に
なります。
問４　日本は貿易摩

ま

擦
さつ

を解消したり、生産
費を下げる目的などから現地生産を進め
てきましたが、その結果製品輸入が増加
しました。日本企

き

業
ぎょう

の現地生産が進むと
国内の工場が閉

へい

鎖
さ

されて製造業が衰
すい

退
たい

す
る、産業の空

くう

洞
どう

化
か

を招きます。
問５　関税とは国内産業を保護する目的な
どから、輸入貨物に課せられる税金のこ
とです。日本では国家収

しゅう

入
にゅう

の約２％程度
を占めています。
問６　経

けい

済
ざい

連
れん

携
けい

協
きょう

定
てい

（EPA）は、物の移
動の自由化や人の移動の円

えん

滑
かつ

化
か

、知
ち

的
てき

財
ざい

産
さん

権
けん

の保護などで連携することを認
みと

めた
協定のことです。現在日本はモンゴルや
タイ、メキシコなど15の国や地

ち

域
いき

共同
体と協定を結んでいます。FTAは自由

貿易協定、WTOは世界貿易機関、TPP
は環
かん

太
たい

平
へい

洋
よう

パートナーシップ協定の略
りゃく

称
しょう

です。
問７　TPPは太平洋を取

と

り巻
ま

く諸
しょ

国
こく

で結
ばれる協定ですので、インド洋に面して
いるインドは含

ふく

まれません。TPP参加
国は日本の他に、マレーシア、ベトナム、
ブルネイ、シンガポール、オーストラリ
ア、ニュージーランド、チリ、ペルー、
メキシコ、アメリカ、カナダです。アメ
リカはトランプ大統領がTPPからの脱

だっ

退
たい

を表明しています。
問８（１）アは東京港、イは名古屋港、ウ
は神戸港、エは千葉港です。名古屋港は
背
はい

後
ご

に自動車生産の盛んな中京工業地帯
があることから、自動車の占める割合が
高くなっています。
　（２）2015年の主要港の貿易額は、成田
国際空港が21兆5223億円で第１位とな
っています。以下東京港、名古屋港、横

よこ

浜
はま

港と続きます。成田国際空港では輸出
入とも第３位に集積回路が入っていま
す。集積回路は小型かつ軽量である割に
価格が高いため、製品価格に占める輸送
量の割合が小さくなり高額な航空運

うん

賃
ちん

に
も耐

た

えられます。
問９　日本の輸出品は第二次世界大戦前の
1934年から1936年の平均で見ると、綿
織物が約20.0％、生糸が約14.5％、化

か

学
がく

繊
せん

維
い

が約5.3％、衣類が約5.1％とせんい
品が全体の約57.6％を占めていました。
2015年の輸出品割合は、機械類が約36.7
％、自動車が約15.9％、鉄

てっ

鋼
こう

が約4.9％、
自動車部品が約4.6％となっています。
問10　日本の自動車輸出先第１位はアメ
リカで、輸出金額のうち約36.4％がアメ
リカ向けとなっています。
問11　2015年で見ると、日本は衣類の約
66.9％、通信機の約77.5％、野菜の約
51.4％を中国から輸入しています。医薬
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品の輸入先第１位はアイルランドで、以
下アメリカ、ドイツ、スイスと続きます。
問12　貿易収

しゅう

支
し

で輸出が輸入を上回って
いる場合を貿易黒字、輸出が輸入を下回
っている場合を貿易赤字といいます。黒
字、赤字は簿

ぼ

記
き

で数字を記
き

載
さい

するときに
剰
じょう

余
よ

がでた場合黒インク、超
ちょう

過
か

額
がく

が出た
場合赤インクを使ったことから生じた名
前です。

3　江
え

戸
ど

時代に関する問題
問１　江戸幕

ばく

府
ふ

の発行した、海外への渡
と

航
こう

を許可する朱
しゅ

印
いん

状
じょう

を持って行った貿易を
朱印船貿易といい、この貿易に従

じゅう

事
じ

した
日本人がシャム（現在のタイ）のアユタ
ヤや、安南（現在のベトナム）のツーラ
ンなどに築いた町を日本町といいます。
朱印船貿易には角

すみの

倉
くら

了
りょう

以
い

などが関わりま
したが、第３代将

しょう

軍
ぐん

の徳川家光の時に終
わりました。
問２　幕府はキリスト教の信者による一

いっ

揆
き

や、ポルトガル・スペイン両国による侵
しん

略
りゃく

を恐
おそ

れたこと、経
けい

済
ざい

力
りょく

のあるキリシタ
ン大名と信者が結びつくことを防ぐこ
と、などの理由からキリスト教を厳

きび

しく
禁止し、キリシタン摘

てき

発
はつ

のための絵踏を
九州北部を中心に実

じっ

施
し

していきました。
オランダや中国はキリスト教の布教に関
係がなかったため、長崎で貿易を行うこ
とになりましたが、幕府は正式な国交は
開かず貿易だけを行いました。
問３　1792年にロシアのラクスマンが、
大
だい

黒
こく

屋
や

光
こう

太
だ

夫
ゆう

らの漂
ひょう

流
りゅう

民
みん

を伴
ともな

って根室
に、1804年にロシアのレザノフが長

なが

崎
さき

にそれぞれ貿易を求めて来航しました
が、いずれも幕府に拒

きょ

否
ひ

されました。
問４　間

ま

宮
みや

林
りん

蔵
ぞう

は1808年に江戸幕府の命
令により樺

から

太
ふと

を探
たん

検
けん

し、樺太が島である
ことを確

かく

認
にん

しました。さらにシベリアの
アムール川下流地域も探

たん

査
さ

しました。

問５　享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

の時の1720年に、キリ
スト教に関係のない洋書の輸入が認めら
れ、その結果蘭

らん

学
がく

が始まることになりま
した。幕府は長

なが

崎
さき

奉
ぶ

行
ぎょう

を通してオランダ
との関係を続けていて、医学・天文学な
どの西洋の実用学の本はオランダから輸
入されていました。当時オランダの商館
は長崎の出島にあったので、長崎が蘭学
の中心となり、高野長英はシーボルトの
鳴
なる

滝
たき

塾
じゅく

で蘭学や医学を学びました。高野
長英は後に渡

わた

辺
なべ

崋
か

山
ざん

と出会い、モリソン
号事件を批

ひ

判
はん

した『戊
ぼ

戌
じゅつ

夢
ゆめ

物
もの

語
がたり

』を著
あらわ

し
たため、蛮

ばん

社
しゃ

の獄
ごく

で捕
と

らえられました。
朱
しゅ

子
し

学
がく

は君臣の身分の差を認め、為
い

政
せい

者
しゃ

としての武士に心構えを説く学問、陽明
学は朱子学と同様に儒

じゅ

学
がく

に属する学問
で、実

じっ

践
せん

を重
じゅう

視
し

した学問、国学は本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

が大成した、日本の古典を研究する学
問です。
問６（１）ペリーが来航した背景には、ア
メリカが当時貿易船や捕

ほ

鯨
げい

船
せん

に、水や食
料、燃料の補

ほ

給
きゅう

ができる寄港地を必要と
していたことがあげられます。
　（２）ａとｃは松平定信の寛

かん

政
せい

の改革を
風
ふう

刺
し

しています。
問７　日米和親条約では函

はこ

館
だて

と下田の２港
を開港することが定められました。函館、
神奈川（横浜）、長崎、新

にい

潟
がた

、兵庫（神戸）
は日米修好通商条約で開港された港で
す。
問８　井

い

伊
い

直
なお

弼
すけ

は1858年に大老に就
しゅう

任
にん

し
ました。大老は江戸幕府の臨

りん

時
じ

の最高の
役職で、酒

さか

井
い

、土
ど

井
い

、井伊、堀
ほっ

田
た

の10
万石以上の譜

ふ

代
だい

大名から選任されまし
た。1638年から10人ほどが任命されま
した。
問９　日本の生糸は良質だったため、幕

ばく

末
まつ

期
き

の貿易で最も重要な輸出品となってい
ました。通商条約が結ばれた後、外国人
は居留地と呼

よ

ばれる一定の地域に居住し
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貿易に従
じゅう

事
じ

することが認められました。
最初の居留地は長崎、横浜に設けられ、
後に各地に広がっていきました。
問10　日米修好通商条約では、六条で領

りょう

事
じ

裁
さい

判
ばん

権
けん

が認められていたこと、付属の
貿易章程第七則で関

かん

税
ぜい

自
じ

主
しゅ

権
けん

が否
ひ

定
てい

され
ていたことから日本にとって不平等な条
約でした。明治政府は条約改正に大変苦
労し、領事裁判権が廃

はい

止
し

されたのは
1894年、関税自主権が回復したのは
1911年のことでした。
問11　井伊直弼は1858年に日米修好通商
条約に調印し、これに反対する人々を安

あん

政
せい

の大
たい

獄
ごく

で徹
てっ

底
てい

的
てき

に弾
だん

圧
あつ

したため、
1860年に桜田門外で暗殺されました。
大逆事件は1910年、蛮社の獄は1839年、
小作争議は1921年頃

ころ

から次第に本格化
していきました。

4　憲
けん

法
ぽう

に関する問題
問１　日本国憲法が公布された11月３日
は文化の日、施

し

行
こう

された５月３日は憲法
記念日という国民の祝日となっていま
す。建国記念の日は２月11日、昭和の
日は４月29日です。
問２　戦争の放

ほう

棄
き

について定められた憲法
第９条の条文は、入学試験でも様々な角
度から出題されていますので、しっかり
頭に入れておくことが必要です。
問３　日本国憲法では国民の義務として、
子どもに普

ふ

通
つう

教育を受けさせる義務が第
26条、勤

きん

労
ろう

の義務が第27条、納
のう

税
ぜい

の義
務が第30条でそれぞれ定められていま
す。
問４（１）日本国憲法では天

てん

皇
のう

は国民統合
の象

しょう

徴
ちょう

とされましたが、象徴とは抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

なものを具体的なもので表すことです。
　（２）国

こく

事
じ

行
こう

為
い

の内容は憲法第７条など
に定められています。ウは天皇の任命権
として定められている内容で、正しくは

「天皇は、内
ない

閣
かく

の指名に基いて、最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の長たる裁判官を任命する」です。
憲法第３条で、「天皇の国事に関するす
べての行為には、内閣の助言と承

しょう

認
にん

を必
要とし、内閣が、その責任を負う。」と
定められています。
　（３）皇

こう

室
しつ

典
てん

範
ぱん

は、憲法第２条、第５条
に基づき皇

こう

位
い

の継
けい

承
しょう

や摂
せっ

政
しょう

に関すること
がらを中心に定めた、皇室に関する法

ほう

律
りつ

で、現在天皇の生前退位をめぐっての議
ぎ

論
ろん

が進められています。
問５　自由権には表現の自由、経済活動の
自由、居住・移転・職

しょく

業
ぎょう

選
せん

択
たく

の自由、信
教の自由などがありますが、公共の福

ふく

祉
し

の観点から制限されることが認められる
こともあります。
問６　憲法第14条により、あらゆる差別
は禁止されていますが、イのような合理
的理由のある区別は認められるとされて
います。
問７　生

せい

存
ぞん

権は社会権に含まれる権利で、
社会権には他に教育を受ける権利や労働
基本権が含まれます。生存権とは人間ら
しい生活を営む権利のことです。
問８　憲法改正に必要な発議は、憲法第
96条で、各議院の総議員の３分の２以
上の賛成でできることになっています。
国会で発議されたあと国民投票によって
過半数の国民の承認を得ることが必要で
す。国民投票の投票権年

ねん

齢
れい

は2017年現
在では18歳

さい

以上となっています。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限に従っていない
場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章・文末表現の不備がある場合
��…－１点
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小学6年  理科  ── 解答と解説

□1　（1）（2）各2点×4＝8点
　　他各3点×6＝18点
□2　（8）（11）各4点×2＝8点
　　他各2点×9＝18点
□3　（2）各2点×2＝4点
　　他各4点×5＝20点
□4　各4点×6＝24点

計100点

（配点）

2

3

（完答） 

（4） （5） （6）

46 47  48

g g ℃

（8）

38

31 32 33 34

（1） （2） （3） （4）

4

49 50 51

（1） （2） （3）

g g cm

52 53 54

（4） （5） （6）

cm g g

35 36 37

（5） （6） （7）

39 （完答）40

（9） （10）

（1） （2） （3）

42 43  44 45

℃ ％① ②

はたらき。

（11）

41

1
（1） （2）

21 22  23 24

色

25 26 27 28

（3） （4） （5） （6）

cm3

① 色⑥
炭
酸
水

石
灰
水

（7） （8）

（完答）29 30

水
溶
液

cm3量 cm3

ごえじゅせい

 し  きゅう よう すい

5 イ ウ 100

受精 エ ウ うぶ声

250 450 45

65 400 120

エ 子宮 羊水

へそのお ア・エ

外 部 の し ょ う げ き か

ら 胎 児 を 守 る

他 の 動 物 に 食 べ ら れ に

く く す る 。

13 6.5 4

黄 青 二酸化炭素 消石灰
（水酸化カルシウム）

石灰水 50 30

炭酸カルシウム 二酸化炭素 ④ 75
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石灰水 50 30
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【解　説】

1　水溶液の反応についての問題

（1）ＢＴＢ液を酸性の水溶液に数滴加え

ると黄色に、中性の水溶液では緑色に、

アルカリ性の水溶液では青色になりま

す。ビーカー①には酸性の炭酸水だけが

入っているので、これにＢＴＢ液を加え

ると黄色に、ビーカー⑥にはアルカリ性

の石灰水だけが入っているので、ＢＴＢ

液を加えると青色になります。

（2）炭酸水は二酸化炭素がとけた水溶液

です。また、石灰水は水酸化カルシウム

（消
しょう

石
せっ

灰
かい

）がとけた水溶液です。

（3）二酸化炭素がとけている炭酸水と水

酸化カルシウムがとけている石灰水を混

ぜると、炭酸カルシウムという水にとけ

にくい白色の固体ができるため、液体が

白くにごって、やがて白い沈殿ができて

いきます。このように、酸性の水溶液と

アルカリ性の水溶液をまぜることで、た

がいの性質を打ち消して中性の水溶液に

なる反応を「中
ちゅう

和
わ

」といいます。

（4）炭酸カルシウムにうすい塩酸を加え

てとかすと、二酸化炭素が発生します。

炭酸カルシウムを多くふくむ石灰石や大

理石、卵のから、貝がらなどを用いても、

同様に二酸化炭素が発生します。

（5）ビーカー④のように、酸性の水溶液で

ある炭酸水20cm3とアルカリ性の水溶液

である石灰水30cm3を混ぜたときに、中

性になったことから、この実験で用いた

炭酸水と石灰水は２：３の割合で混ぜる

とどちらもあまることなく反応して中性

の水溶液になることがわかります。この

ことから、ビーカー②では10× 2
3 ＝

6.6…（cm3）の炭酸水と10cm3の石灰水が

反応し、ビーカー③では20× 2
3 ＝13.3

…（cm3）の炭酸水と20cm3の石灰水が反

応し、ビーカー⑤では10cm3の炭酸水と

10× 3
2 ＝15（cm

3）の石灰水が反応する

ことになります。反応に関わる炭酸水と

石灰水の合計が最も多いとき、反応によ

ってできる炭酸カルシウムも最もたくさ

んできるので、ビーカー②〜⑤の中では

ビーカー④が答えになります。

（6）炭酸水と石灰水は２：３の割合で混ぜ

るとどちらもあまることなく反応するこ

とがわかっているので、50cm3の炭酸水

には50× 3
2 ＝75（cm

3）の石灰水を加え

ると中性になります。

（7）（5）より、40cm3の炭酸水には40×
3
2 ＝60（cm

3）の石灰水を加えるとどち

らもあまることなく反応して中性になる

ため、ＢＴＢ液を加えて緑色にするには、

60−10＝50（cm3）の石灰水を追加して加

える必要があります。

（8）実験で用いた炭酸水20cm3と、こさが

２倍となった炭酸水10cm3にとけている

二酸化炭素の量は同じで、実験で用いた

石灰水30cm3と、こさが３倍となった石

灰水10cm3にとけている水酸化カルシウ

ムの量が同じです。したがって、このよ

うにこさを変えた炭酸水10cm3と石灰水

10cm3を混ぜたときにどちらもあまるこ

となく反応します。このことから、こさ

が２倍となった炭酸水30cm3には、こさ

が３倍となった石灰水30cm3を加えるこ
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とで完全に中和して、中性の水溶液にな

るとわかります。

2　ヒトの誕生についての問題

（1）精巣でつくられた精子と卵巣でつく

られた卵子が１つになることを受
じゅ

精
せい

とい

い、このようにしてできた受精卵が細胞

分裂をくり返すことによって、胎児の体

が少しずつつくられていきます。

（2）ヒトは受精してから、およそ38〜40

週間で誕生します。

（3）誕生したときの標準の体重はおよそ

３kg、身長はおよそ50cmです。

（4）子宮から出てきた赤ちゃんはすぐに

肺で呼吸をするようになるため、のどの

中を空気が通るときに声が出ます。この

ときの声を産
うぶ

声
ごえ

とよんでいます。

（5）産まれたばかりの赤ちゃんが産声を

あげないときは、肺で呼吸を始めていな

いということになるため、おしりをたた

くなどのしげきをあたえることによって

呼吸を始めるようにうながします。

（6）母親の胎内にある胎児が育つ袋状の

器官を子
し

宮
きゅう

といいます。

（7）子宮の中で成長する胎児のまわりに

は羊
よう

水
すい

とよばれる液体があります。

（8）胎児のまわりを羊水で満たすことに

より、これがクッションの役割を果たし、

外部からのしん動やしょうげきが胎児へ

と伝わりにくくしています。

（9）子宮の一部が厚くなっている部分を

胎
たい

盤
ばん

といい、子宮の中にいる胎児はこの

胎盤とへその緒
お

とよばれる管でつながれ

ています。

（10）へその緒を通って母親から胎児へ酸

素と栄養分が送られ、二酸化炭素や尿素

などの不要物が母親へと送り返されま

す。このとき、母親と胎児の血液が直接

混じり合うことはありません。

（11）母親が卵の状態で子を産むのとくら

べて、子宮の中で手や足ができてある程

度動ける状態になるまで育ててから子を

産むことで、外敵におそわれてしまった

り、食べられてしまう可能性が低くなり

ます。

3　空気中の水蒸気についての問題

（1）図１において、気温を表している乾球

温度計の示す温度は15℃になっていて、

球部がぬれている湿球温度計の示す温度

は10℃になっていることから、これら

の示す温度の差は５℃になります。

（2）液体の水が気体の水蒸気に変化する

とき熱をうばっていきます。この熱を気
き

化
か

熱
ねつ

といい、気化熱がたくさんうばわれ

て湿球の温度が下がり２つの温度計の示

す温度の差が大きくなるほど、多くの水

が水蒸気に変化していることから空気が

よく乾いていることがわかります。この

ように、乾球温度計と湿球温度計の示す

温度の差を利用して空気のしめり気（湿

度）をはかる道具が乾湿球湿度計です。

（3）湿度が100％になってこれ以上空気中

に水蒸気をふくむことができなくなる

と、水は蒸発せず気化熱がうばわれなく

なるので、乾球と湿球の示す温度の差は

なくなります。

（4）図２のグラフを見ると、15℃の空気
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１m3にふくまれる水蒸気の最大量（これ

を飽
ほう

和
わ

水蒸気量といいます）は13gであ

ると読み取れます。

（5）15℃の空気１m3にふくまれる水蒸気

の最大量は13gで、この50％が空気中に

ふくまれる水蒸気量にあたるので、13

×0.5＝6.5（g）と計算できます。

（6）図２のグラフを見ると、４℃での飽和

水蒸気量がおよそ6.5gとなっていて、こ

れよりも低い温度になると空気中にふく

まれている水蒸気量が飽和水蒸気量をこ

えてしまうことがわかります。このよう

に、温度が下がることによって飽和水蒸

気量をこえた分の水蒸気が細かい水滴に

変化し始める温度を露
ろ

点
てん

といいます。

4　てこのつり合いについての問題

（1）棒が水平になってつり合うのは、支点

からの長さとそこに加える力の積で表さ

れるまわすはたらき（これをモーメント

といいます）が、時計回りと反時計回り

とで等しくなったときです。棒②につい

て、おもりＡをつるした棒②の左はしを

支点としてつり合いを考えると、100g

のおもりをつるすことによる時計回りの

モーメントが、70×100＝7000になるた

め、支点となる棒の左はしから20cmの

場所で棒②を支えているひもは、7000

÷20＝350（g）の力で上向きに引いてい

ることがわかります。このことから、お

もりＡの重さは、350−100＝250（g）に

なります。

（2）４つのおもりの重さすべてを支えて

いるばねばかりが1000gを示しているの

で、おもりＢの重さは、1000−（250＋

100＋200）＝450（g）になります。

（3）（2）でおもりＢの重さが450gとわかっ

たので、棒③を支えるひもが上向きに引

く力は、200＋450＝650（g）になります。

そこで、200gのおもりをつるした棒③

の左はしを支点として棒のつり合いを考

えると、時計回りのモーメントが、65

×450＝29250であることから、棒③を

支えるひもがかけてある場所は、29250

÷650＝45（cm）だけ支点から離れている

とわかります。

（4）棒①の右はしは、200＋450＝650（g）

の力で下向きに引かれていて、棒①を支

えるばねばかりの示す値が1000gである

ことから、棒①の左はしを支点としてつ

り合いを考えると、100×650÷1000＝

65（cm）だけ棒①の左はしから離れた場

所にばねはかりがつながれているとわか

ります。

（5）おもりＣがつるされている棒の左は

しを支点として考えると、時計回りのモ

ーメントが50×80＋100×200＝24000

となるため、支点から60cmはなれた場

所をばねはかりが棒を上向きに引くこと

による反時計回りのモーメントも24000

にして棒をつり合わせるためには、

24000÷60＝400（g）の力でばねはかりが

棒を引き上げればよいと考えることがで

きます。

（6）（5）より、ばねはかりが３個のおもり

を支えるために400gの力で上向きに引

き上げていると考えると、おもりＣの重

さは、400−（80＋200）＝120（g）とわか
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ります。

（記述問題の採点について）
・�解答の字数制限にしたがってい
ない場合…不正解
・�明らかな誤字・脱字がある場合
��…－１点
・�文章表現の不備がある場合
��…－１点

2（11）
・�『他の動物』ということばが入っ
ていない場合…不正解
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【
解
　
説
】

　

�　

石い
し

城が
き

謙け
ん

吉き
ち

の
「
森
林
と
人
間
―
―
あ
る
都
市
近き
ん

郊こ
う

林
物
語
」
か
ら
出
題

し
ま
し
た
。

　

人
間
と
自
然
と
の
関
係
を
「
エ
デ
ン
の
園
」
か
ら
説
き
起
こ
し
た
筆
者

は
、
も
と
も
と
人
間
と
自
然
と
は
共
生
関
係
に
あ
っ
た
の
に
、
人
間
が
そ

の
共
生
関
係
を
こ
わ
し
て
し
ま
う
ほ
ど
収し
ゅ
う

奪だ
つ

と
改
変
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、

古
代
文
明
が
ほ
ろ
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

問
一　

本
文
全
体
を
読
む
と
、
こ
の
文
章
は
、
人
間
と
自
然
と
の
共
生
関

係
が
く
ず
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
代
文
明
が
ほ
ろ
ん
だ
こ
と
を
解
き
あ

か
し
た
文
章
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
文
章
は
、

も
と
も
と
、
自
然
と
人
間
と
が
共
生
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
か

ら
は
じ
ま
る
の
で
あ
り
、「
エ
デ
ン
の
園
」
は
そ
の
こ
と
を
あ
き
ら
か

に
す
る
た
め
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

問
二　

本
文
の
「
神
が
地
上
に
創
っ
た
最
初
の
森
と
し
て
し
ば
し
ば
語
ら

れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
創
世
記
』
の
記
述
か
ら
感
じ
ら
れ
る
の
は
、

森
厳
な
原
始
林
の
佇た
た
ず

ま
い
で
は
な
い
」
と
、「
そ
れ
は
自
然
そ
の
ま
ま

の
世
界
で
は
な
く
、
大
地
（
自
然
）
と
人
と
が
調
和
し
た
世
界
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
」
と
を
な
ら
べ
て
み
る
と
、「
原
始
林
」
が
「
自
然
そ

の
ま
ま
の
世
界
」
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

問
三　
「
ア
」
だ
け
が
、
ひ
と
り
で
に
と
い
う
意
味
の
「
自
然
」
で
あ
り
、

ほ
か
の
も
の
は
「
人
工
」
と
対
の
「
自
然
」
で
す
。

問
四　

い
ず
れ
も
オ
ア
シ
ス
を
満
た
す
水
で
す
が
、「
エ
」
以
外
は
す
べ

て
自
然
の
水
で
す
。「
エ
」
だ
け
が
人
間
が
オ
ア
シ
ス
に
ひ
い
た
水
で

あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
ア
シ
ス
が
「
人
の
営
み
」
が
加
わ
っ
て
で

き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
す
。

問
五　

本
文
に
そ
っ
て
読
み
進
め
て
い
く
と
、
ま
ず
、「
気
温
が
ま
た
低

下
し
た
こ
と
か
ら
…
…
こ
れ
ら
の
地
域
一
帯
に
気
候
の
乾か
ん

燥そ
う

化
が
起
こ

り
、
そ
れ
が
農
業
と
牧
畜
を
大
河
流
域
の
オ
ア
シ
ス
地
帯
に
引
き
寄
せ

た
」
が
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
イ
」
の
内
容
に
あ
た
り
ま
す
。
次

に
「
こ
の
寒
の
戻も
ど

り
が
、
後
氷
期
初
頭
に
発
達
し
始
め
て
い
た
森
林
を

再
び
後
退
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
氷
期
の
大
型
草
食
獣じ
ゅ
う

に
代
わ
る
後
氷

期
の
森
林
資
源
か
ら
も
見
放
さ
れ
た
人
類
が
、
森
林
と
草
原
の
狭は
ざ

間ま

の

地
域
で
始
め
た
の
が
農
耕
だ
っ
た
」
が
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
ウ
」

の
内
容
に
あ
た
り
ま
す
。

問
六　

こ
の
場
合
の
「
森
林
資
源
」
と
は
木
材
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
文
に
「
氷
期
の
大
型
草
食
獣じ
ゅ
う

に
代
わ
る
後
氷
期
の
森
林
資
源
か
ら
も

見
放
さ
れ
た
人
類
が
、
森
林
と
草
原
の
狭は
ざ

間ま

の
地
域
で
始
め
た
の
が
農

耕
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
大
型
草
食
獣

と
同
じ
性
質
の
も
の
で
、
農
耕
に
よ
っ
て
、
代
わ
り
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
も
の
だ
と
理
解
で
き
ま
す
。
端た
ん

的て
き

に
い
え
ば
、
そ
れ
は
森
林
に
自
生

し
て
い
る
、食
べ
ら
れ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
い
い
で
し
ょ
う
。
す
る
と
、

本
文
の
「
野
に
獣け
も
の

を
狩か

り
、
山
菜
や
木
の
実
を
集
め
、
ま
た
…
…
」
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
型
草
食
獣
は
、
こ
こ

で
は
「
獣
」
と
表
現
さ
れ
、
森
林
資
源
は
「
山
菜
や
木
の
実
」
と
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
森
林
の
後
退
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
が
手
に
入
ら
な
く
な

っ
た
の
で
、
農
耕
に
よ
っ
て
ほ
か
の
も
の
を
手
に
入
れ
る
必
要
が
う
ま

1
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れ
た
の
で
す
。

問
七　

ま
ず
こ
の
あ
と
の
段
落
の
「
乾
燥
地
帯
の
オ
ア
シ
ス
の
中
で
の
自

然
と
の
共
生
の
枠わ
く

を
大
き
く
踏ふ

み
出
し
た
人
間
の
、
自
然
に
対
す
る
一

方
的
な
収
奪
と
改
変
が
も
た
ら
し
た
結
果
だ
っ
た
」
に
着
目
し
ま
し
ょ

う
。「
自
然
と
の
共
生
の
枠
」
を
大
き
く
踏ふ

み
出
し
た
人
間
の
、「
自
然

に
対
す
る
一
方
的
な
収
奪
と
改
変
」
が
古
代
文
明
を
ほ
ろ
ぼ
し
た
の
だ

と
わ
か
り
ま
す
。

問
八　
「
そ
れ
」
は
直
接
に
は
「
木
材
資
源
を
枯こ

渇か
つ

さ
せ
て
し
ま
っ
た
」

を
さ
し
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
意
味
の
五
字
の
こ
と
ば
を
さ
が
す
と
、
直

後
の
「
森
林
の
消
失
に
よ
る
木
材
の
枯
渇
」
が
見
つ
か
り
ま
す
。「
森

林
の
消
滅
」
も
五
字
で
は
あ
り
ま
す
が
、「
森
林
の
消
失
が
も
た
ら
し

た
の
は
、
そ
れ
（
森
林
の
消
滅
）
だ
け
で
は
な
か
っ
た
」
と
す
る
と
、

意
味
が
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

問
九　
「
ア
」
～
「
ウ
」
は
い
ず
れ
も
本
文
の
内
容
に
あ
っ
て
い
ま
す
が
、

「
エ
」
の
「
農
耕
や
牧ぼ
く

畜ち
く

」
を
行
わ
な
か
っ
た
か
ら
、
森
林
に
依い

存ぞ
ん

し

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
り
く
つ
に
あ
い
ま
せ
ん
。
森
林

に
依
存
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、「
農
耕
や
牧
畜
」
に
た
よ
る

必
要
が
な
か
っ
た
と
い
う
な
ら
り
く
つ
に
あ
い
ま
す
。

　

�　

高た
か

田だ

宏ひ
ろ
し

の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

旅
先
で
人
々
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
」
に
ふ
れ
て
、
心
は
ず
む
旅
を

つ
づ
け
て
い
た
筆
者
で
す
が
、「
都
」
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
人
々
の
「
金
」

へ
の
執し
ゅ
う

着ち
ゃ
く

に
ふ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
心
が
冷
え
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

問
一　

こ
こ
で
は
お
か
み
さ
ん
の
「
や
わ
ら
か
な
声
」
に
ふ
れ
て
、「
押お

し
つ
け
が
ま
し
さ
な
ど
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
あ
た
た
か
な
気
持
ち
に

な
っ
た
の
で
す
。
で
は
、
ほ
か
の
部
分
に
「
押
し
つ
け
が
ま
し
」
い
こ

と
ば
は
な
い
か
、
筆
者
の
心
を
冷
た
く
し
た
こ
と
ば
は
な
い
か
と
さ
が

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、「
茶
屋
の
男
が
ど
な
る
よ
う
な
声
で
言

っ
た
。『
一
人
三
千
円
か
ら
一
万
円
。
景
色
を
見
た
い
の
な
ら
食
べ
る
』

食
事
つ
き
の
高
額
拝
観
料
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
き
れ
は
て
て
、
通
り
す

ぎ
た
」
が
見
つ
か
り
ま
す
。
こ
の
「
ど
な
る
よ
う
な
声
」
が
答
え
と
な

り
ま
す
。

問
二　

こ
ち
ら
は
「
表
情
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
筆
者
が
い

や
な
感
じ
を
う
け
た
表
情
に
は
、「
係
の
男
が
無
表
情
に
金
を
受
け
と

る
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、「
心
が
冷
え
て
ゆ
く
も

の
が
あ
っ
た
。
来
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。
若わ
か

狭さ

脇わ
き

街
道
を
た

ど
っ
て
き
た
あ
い
だ
の
は
ず
む
心
が
し
ぼ
み
は
じ
め
て
い
た
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

問
三　

直
前
に
「
あ
い
に
く
気
に
入
っ
た
物
が
見
つ
か
ら
ず
、
ひ
や
か
し

客
と
思
わ
れ
る
か
と
ち
ょ
っ
と
気
が
引
け
な
が
ら
店
を
出
よ
う
と
し
た

と
き
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
、
ど
き
っ

と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

2
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問
四　

本
文
の
「
政
治
や
経
済
の
中
心
か
ら
遠
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
日

本
の
山
村
と
ど
こ
か
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
」

に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
政
治
や
経
済
の
中
心
」
で
は
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ

ィ
ー
に
出
会
い
に
く
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

や
ボ
ス
ト
ン
は
そ
の
例
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
五　

こ
の
場
合
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
や
文
化
を
よ
く
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
六　

直
後
に
「
…
…
気
分
を
よ
く
し
た
の
も
戸と

隠が
く
し

と
い
う
山
村
で
の
こ

と
だ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
筆
者
自
身
は
、「
山
村
」
で
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
ー
に
出
会
う
こ
と
が
多
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
ん
な
る

「
郊こ
う

外が
い

」
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
に
出

会
っ
た
ア
メ
リ
カ
南
部
も
「
ほ
と
ん
ど
山
ら
し
い
山
は
な
い
け
れ
ど
も

…
…
日
本
の
山
村
と
ど
こ
か
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も
知

れ
な
い
」
と
自
分
の
考
え
に
結
び
つ
け
た
り
し
た
の
で
す
。

問
七　
「
昔
は
そ
の
山
門
か
ら
入
っ
て
桜
の
木
を
見
た
の
だ
が
、
今
は
脇

の
寺
務
所
へ
ま
わ
っ
て
、
三
百
円
か
ら
五
百
円
の
お
こ
こ
ろ
ざ
し
を
支

払は
ら

っ
て
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
」
と
あ
り
ま
す
。
山
門
が
む
か

し
な
が
ら
に
開
い
て
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
寺
に
入
っ
て
し
ま
う
人
が
出

て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
全
員
を
寺
務
所
に
ま
わ
す
こ
と
、
そ
し
て

必
ず
金
を
払
わ
せ
る
こ
と
、そ
の
た
め
に
山
門
を
閉
め
て
い
る
の
で
す
。

　

※�　

設
問
の
指
示
や
字
数
・
文
字
指
定
に
従し
た
が

っ
て
い
な
い
も
の
は
不
正

解
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
誤
字
脱だ
つ

字じ

が
一
つ
の
場
合
は
減
点
１
点
、

二
つ
あ
る
場
合
は
減
点
２
点
、
そ
れ
以
上
は
不
正
解
と
し
ま
す
。
ま

た
解
答
の
説
明
に
過
不
足
が
あ
る
場
合
は
減
点
３
点
と
し
ま
す
。

問
八　
「
こ
う
い
う
山
」
と
は
「
い
い
お
金
に
な
る
木
ば
か
り
が
鳥
も
鳴

か
な
い
山
を
お
お
い
つ
く
し
て
い
る
」
山
で
す
。
こ
れ
も
自
然
の
山
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
金
の
た
め
だ
け
の
山
で
す
。「
純
然
た
る
経
済
林
」

と
は
そ
の
こ
と
を
表
現
し
た
こ
と
ば
で
す
。

問
九　
「
若
狭
」「
小
浜
」
と
い
う
こ
と
ば
に
着
目
し
ま
し
ょ
う
。

　

�　

草
野
新
平
の
「
か
っ
ぱ
と
か
え
る
」
か
ら
出
題
し
ま
し
た
。

　

周
囲
を
山
に
か
こ
ま
れ
た
沼ぬ

ま

で
、
ひ
と
し
れ
ず
、
か
っ
ぱ
が
お
ど
り
く

る
っ
て
い
る
と
い
う
幻げ
ん

想そ
う

的
な
詩
で
す
。
こ
の
詩
で
は
、
そ
の
か
っ
ぱ
の

お
ど
り
を
リ
ズ
ム
と
と
も
に
え
が
く
た
め
に
、
定
型
な
ど
を
用
い
て
い
ま

す
。
詩
か
ら
読
み
取
れ
る
情
景
を
想
像
し
な
が
ら
、
各
設
問
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。
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